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研究成果の概要（和文）：養護教諭の職務は、学校教育法で「児童生徒の養護をつかさどる」と

定められている。養護教諭の実態調査では、看護師免許の無い養護教諭は、救急処置に自信を

持っていない事が明らかになった。養護教諭の看護能力は、学校保健（養護）のための看護技

術が社会から期待されている。養護教諭の看護能力について、救急処置を中心に看護技術の項

目を、養護教諭養成教育・初任の年、養護教諭の各段階における達成目標の基準を示すガイド

ラインを作成した。 
 
研究成果の概要（英文）：The duty of Yogo Teachers is defined by School Education Law that 
“Yogo Teachers is Care and nursing for pupils and students”．Investigation of actual 
conditions shows that Yogo Teachers not having the nurse’s license has little confidence in 
the emergency treatment.It became clear that society expects for the nursing competence of 
Yogo teachers greatly. Society expects the nursing s kills for the school nursing( Yogo) . 
We made the guidelines that shows the criteria of the attainment about the items of 
nursing skills, especially about the emergency treatment, as to each phase -educating of 
Yogo Teacher, starting year of Yogo Teacher, Yogo Teacher. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 1,700,921 510,000 2,210,921 

２００８年度 600,326 180,000 780,326 

２００９年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度    

年度    

総 計 3,401,247 1,020,000 4,421,247 

 
研究分野：地域看護学 
科研費の分科・細目：学校看護学 
キーワード：養護教諭、社会の期待、緊急時の看護能力、重症度の看護判断、看護アセスメン

ト能力 

 

 
１．研究開始当初の背景 
養護教諭免許は教育職員免許法で定めら

れ、看護師免許は必要としないが、校内で唯

一、健康問題を扱う常勤の専門職として健康
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診断、個別・集団指導、健康相談、救急処置

などを担ってきた。 
社会環境の変化により子供の心身の健康

問題は大きな課題であり、養護教諭の看護実

践能力は何時の時代にも求められる資質能

力であり、社会の期待は大きい。研究開始当

初の養護教諭の看護能力の実態調査では、特

に救急処置を中心としたアセスメント（判

断）や対応に関する自信度は看護師免許の無

い養護教諭に低くみられた。また、養護教諭

が専門職として必要な看護能力が発揮でき

ていない者もいた。保護者のクレームは、救

急処置時の対応が多く、骨折や打撲、捻挫な

どのアセスメントや対応、処置の判断、病院

への受診判断、救急車要請の判断基準などで、

養護教諭の判断の甘さがクレームにつなが

っていた。外傷の救急処置の対応の特徴は、

処置の判断、保護者への説明能力が問われて

いた。適切な判断や救急処置は、エビデンス

に基づいた看護の判断能力、調整能力、人間

性をも兼ね備えた看護力が必要であること

が明らかとなった。総合的な看護判断と養護

教諭としての誇りは、養護教諭のモチベーシ

ョンとして、看護能力に対する自信度は非常

に重要な要因であることが示唆された。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、養護教諭の養成の多様化

により看護実践能力を不足に伴うトラブル

を生み出している。看護能力は何時の時代に

も求められる資質能力であるため、養護教諭

の看護能力に対する社会から期待について

検証し、養護教諭養成段階における看護教育

並びに学校保健活動（養護教諭の資質向上に

役立つ）の推進に役立てるためのガイドライ

ンの提言をする 
 
３．研究の方法 

某県養護教諭研修において養護教諭に必

要とされる看護の知識や技能について情報

収集し、他の県において、研究目的を説明の

上、20人程度の養護教諭に事前に用意した

「児童生徒の健康実態から必要とされる看

護･養護に関する養護教諭の職務内容」につ

いて、プレテストを実施した。それを基に、

研究者が学校現場の経験を踏まえて協議し、

調査内容を検討した。養護教諭の職務内容に

関する意識、職務上遭遇する救急処置に関す

る看護能力と看護師免許の有無について質

問項目及び、保護者からのクレーム、養護教

諭が希望する研修内容等の「養護教諭の看護

能力に関する実態調査用紙」を作成した。 

①「養護教諭の看護能力に関する実態質問紙

調査」の実施（2007年 9 月～10 月） 

兵庫県、大阪府、愛知県、岐阜県、三重県、

奈良県、京都府に勤務する養護教諭 800人に

対して。調査に際し、研究目的、方法、倫理

的配慮を明記の上、無記名自記筆郵送法によ

り、承諾を得て返送された。393人の回答の

うち、有効回答は 374人(46.87％）であった。

SPSS 統計解析ソフトで分析し、検討した。記

述内容については、カテゴリー分析し質的分

析を行った。 

②面接調査（2008年 3 月～7月） 

管理職、保護者、養護教諭に対し、本調査

の目的にそって、構成的面接を行った。イン

タビューの内容は対象者の了解を得て録音

した。録音内容を記述し、カテゴリー分析し

質的分析を行った。 

 

４．研究成果 

(1)日本学校保健学会及び日本養護教諭教育

学会において、以下の内容を発表した。 

①養護教諭の看護能力と保護者からのクレ

ーム（第 1 報）、養護教諭の看護力とモンス

ターペアレントの分析（第２報） 



 

 

②養護教諭の職務に係わる看護能力に関す

る研究  

第１報 養護教諭の看護師免許の有無と看

護対応（処置） 

第２報 養護教諭の看護師免許の有無と看

護実践における自信度 

第３報 養護教諭の総合判断能力と対応 

第４報 養護教諭の看護対応（処置）の自信

度と誇りについて 

③養護教諭の職務に対する管理職の期待に

ついて 

④ 養護教諭の養成教育に望むこと ～養

護教諭のインタビューから～ 

⑤ 養護教諭に対する保護者からの期待 

養護教諭の看護能力に関する調査研究 

 

(2)某県某市学校保健会養護部学習会におい

て現職養護教諭に対する研修を実施した。

「養護教諭に必要な看護能力 ～フィジカ

ル・アセスメントの基礎編～」 

①雑誌「心とからだの健康」13 巻 2009 年 9

月号に論文掲載「養護教諭の看護能力向上を

めざして 養護教諭の看護能力向上に何が

必要か」 

②日本養護教諭教育学会誌第 13 巻 1 号 

2010年 3 月に論文掲載「養護教諭に対する保

護者のクレームの考察」 

③科学研究費補助金研究成果報告書作成 

2010年 3 月 

養護教諭の看護能力に対する社会の期待の

明確化 

養護教諭に必要な救急処置を中心とした看

護技術ガイドライン 

その他、学会発表、雑誌論文掲載内容を集録

した 
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